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幼児の 「食」の 意識 に つ い て の 研究

・
食材 との か か わ りを通 じて

・

　　　　　　　　　 爾 寛明

　　　　　　　 （群馬祉会福祉大学）

1　 は じめに

　現代社会にお い て は 、流通機能 が整備 され て お り、

食材 の 入手が容易にな っ て い る。多種多様な食材があ

る中 で、子 ど もの 家庭で の 食生活 も多様化 して きて い

る。その よ うな 中で 子 ど もの 偏食傾向が 問題 となっ て

い る。食品群の 組換え に よ り、栄養に関わ る 問題 と し

て 重要さが減少 して きて い るが、保育所 の よ うな給食

制度 の 下で は、依然と して 1 どもの 偏食傾向が問題と

な り、それ に 対 して の 取 り組 み方 が 課 題 とな る。

2　研究の 日的

　食物、食材に っ い て は 、経験的な趣向性が偏食の 原

因になるとい われてい る。しか し、ある保育所にお い

て保育所菜園で 自分達で育て た ピ
ー

マ ン を普段 は食べ

ない 子 どもが食べ たとい う報告がなされた。こ の こ と

よ り食物 ・食材に対 して の 偏食は 子 ど もに 対 して どの

よ うに 食べ る意欲を持 たせ るの か に よ っ て変化 して く

るの で はない か と考え た。前述 した事例 の よ うに 子 ど

もが 自分 た ち で 種や 苗 か ら育て た食材 に つ い て は、そ

の 堂育過程 か ら関 わ っ て い る こ とな どか ら、商店 で購

入 したもの よりも「思 い 入 れ 」を持 っ て い た の で は ない

か と考え る。そ の 「思い 入 れ 」 に より食べ る意欲が高

ま るの で は な い か と考えた。よっ て 本研究 で は、食材

に 対 して の 「思 い 入れ」を持たせ る こ とに よ り子 どもの

食べ る意欲 が どう変化する の か を 明 らか に した。

3　方法

  研究方法

　　 a ．調査 1

　　　 4 ヶ 所 の 保 育所 で 同 日 に 間食時間の 内容を同

　　 じに し て、 1 ヶ 所 の 保育所だけ子どもが 「思い 人

　　れ」を持たせた食材 を用 い て、そ の 子どもの 残菜

　　 量を測定 した。「思 い 人 れ 」を持たせ る ために、保

　　育所の 菜園 にお い て 子 どもた ちが 育て た 「さっ ま

　　 い も」 を用 い た。

　　b．調査 2

　　　 1 ヶ 所 の 保 育所 で 間食時間 の 内容 を同 じに し

　　て、T一どもに 「思い 入れ」 の あ る食材を使用 した

　　 ときとそ うで ない もの をお の おの 2回行い 、子 ど

　　 もの 残菜量を測定した。「思い 入 れ 」を持たせ るた

　　め に、保育所の 菜園 に お い て 子 ども た ちが育て た

　　 「さっ まい も」 を 用い た 。

  調査期間

2002年 10 月か ら 11月 に か けて の 2 ヶ 月間

2002年 10月 10 口 〔1回 目〕

D 保育所 で 「思い 入 れ 」の あ る食材を使用 しなか っ た。

（幼児数 69 人）

2002 年 10 月 24 日　〔2 匡可目〕

D 保育所 で 「思い 人れ 」の ある食材を使用 した c （幼児

数 69人）

2002年 11月 22 目 〔3回 目〕

D 保育所 で 「思い 入 れ 」の ない 食材を使用 し た。（幼児

ta　72人）

2002 年 11 月 27 日 〔4 回 目〕

A
，
B

，
C 各保 育所 で 「思 い 入 れ 」の ない 食材を使用 し、　D

保育所に お い て は、「思い 入れ 」の ある食材 を使用 した。

（D 保育所の 幼児数 71人）

  調査場所

千葉県 M 市公 立保育所4 ヶ 所

  調 査対象

3歳、4歳、5歳及び 6歳の 幼児

A 保育所　68 人

B 保育所　77人

C 保育所 50人

D 保育所　69〜72 人

  調査 手段

a．共 通 事項

・全 て の 子 どもの 間食の 内容を 「ふ か し芋」 とした。
・ABCD 各保 育所 で 同 じ 日に 調査を行 っ た。

b．　t匕車交事項 1
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　D 保育所 で は 、 事前に子 どもが保育所 で 自分達に よ

り育て たさっ ま い もを掘 っ た n その 掘 っ た芋を食材 と

して使用 した。食事をする前に自分達で掘 っ た芋であ

る こ とを保育’t一が告げた．． A、　 B、　 C の 各保育所 にお

い て は業者から購入 した さつ まい もを使 っ た。

　比較事項 2

　D 保 育所 で は、事 前に 子 ど もが 自分達 で 育て た さつ

まい もを掘 り、その 芋を間食の 食材と して使用 した と

き に は 、食す る前 に 自分たちが掘 っ た芋で あ る こ とを

告げ、そ うで ない ときに は 何も伝えな か っ た。

c．比較方法

　調理 した ふ か し芋の 総重量 か ら残菜量 （食べ なか っ

た分及び、食べ 残 した 分） を引い た もの を子どもの 総

摂取量として 、 子 どもの 人数によっ て割 り、 子 ども
一

人あた りの ふ か し芋の 摂取量を求めた。〔職員の 摂取分

は 含まない ）参考で は ある が、ふ か し芋 の 規定量は幼児

一一
人あ た り 80．Og で あ る。

4 　結果

（4 回 目の 調 査）

保育所 子 ども

の 人数

ふ か し芋
の 総重量

残菜量
一

人 あた り

の 摂取量

A 保育所 686080g900976 ．17g
B 保育所 7756009400g67 ．53目
C 保育所 503550g20970 ．60g

平均 655077g440g71 ．33g
表 1　 「思 い 入れ 」の ない 食材を用い た保育所の 子 ども

の 摂取量

拾 ど も

の 人数

ふ か し

芋 の 総

重量

残 菜量
一．・

人 あ

た り の

摂取量

2回 目 697000g1440g80 ．57g
4 回 目 717000g1750g73 ．94g

L呈均 7070 魑 159597721g　　　 一
表 2　 D 保育所 で の 「思 い 入 れ」の ある 食材を用 い た時

の チどもの 摂取量

子 ど も

の 人数

ふ か し芋
の 総重量

残 菜 畢
一

人 あ

た り の

摂取 量

1 回 目 69580091365964 ，27g
3図 目 7251009 300g66 ．70g

平均 7　0 ．　5　　　54509　　　　832．565 、509

表 3　 D 保育所 で の 「思い 入れ 」の ない 食材 を用 い た 時

の r・どもの 摂取 暈：

　表 1 と表 2 の 比較にお い て 、「思い 人 れ ユの ない 食材

を用 い た保育所 と「思 い 入 れ 」を持 っ た食材 を用い た保

育所 で は 、 後者 の 子 どもの 摂取量が前者を 5．88g ヒ回

っ た 。 同 日に 行 っ た調査に お い て は 、D 保育所の 摂取

量が 3 ヶ 所の 撃均値を 2．61g上回 っ た．， ただ し、A 保

育所と D 保育所の 4 回 目 を比較する と、「思 い 入れ」

の ある食材 を用 い た保育所 よ り、「思い 入 れ 」のない 食

材 を用 い た保育所 の 数値が上回 っ て い る こ とも見 られ

るが 、D 保育所 の 2 圃の 平均値 と A 、　 B、　 C の 3 ヶ 所

の 平均値と を比較する限 りに お い て は、「思い 入れ」の

あ る食材を用い た 方が高い 数値 を 示 して い る。ま た、

表 2 と表 3の 比 較 に お い て は 、同 じ D 保 育所の 子 ど も

を対象と して い るが、「思い 人 れ」の ある食材を用 い た

ときの 平均値が 「思 い 入 れ 」ない 食材 を 用 い た と き の 平

均値を 11，71g ト回 っ た。

5　 考察

　 「思 い 入 れ」の あ る食材 を用 い た保育所 と 「思い 人 れ 」

の ない 食材 を 用 い た 保育所 との 比 較 に お い て は、前者

方が 子 ど も
一．一

人 あ た りの ふ か し芋 の 摂取量が 多か っ た。

こ の 数値は、「思い 入 れ 」の ない 食材を 用い て い る保育

所 の 子 ども
一

人 あ た りの 接 収 量 の 8．24％ 増に あ た る。

　また同 じ保 育所内 の 子 どもを対象 と した 比較調査

に お い て もf思 い 入れ 1の あ る食材を用 い た ときの 方が 、

「思い 入れ」の な い 食材 を用 い た ときと比べ て、子 ども

．一一
人あ た りの 「ふ か し芋 1の 摂取量が 多か っ た。 こ の 数

値は後者の
．
入 あ た りの 摂取 鼠 の 17．88％増に あ た る。

　同 日、同 時刻 に、異な る 4 ヶ 所 の 保育所 に お い て 比

較調査 した した 結果、及 び 、同 じ保育所 に お い て 同 じ

r一どもを対象 と して、H 時を変えて 比 較調査 した結果

よ り、「思い 入れ 1の あ る食材 を用 い て 調理を した方 が、

「思 い 入 れ 」の な い 食材を 用 い て 調理 した ときに 比 べ る

と、そどもの 摂取量が増加 して い る こ とが 理解 で きるtt

原則的に比較の た め の 異な る条件と して は、「自分達で

育て たサ ツ マ イ モ 1を間食の 食 材 と して 使 用 して い る

か、して い ない か で あ る n こ の こ とよ り、 r一どもは食

材に対 して 「思い 入れiを持 つ こ とに よ り、そ の 食材 に

対 して の 食べ る意欲が 高ま る と考える n 子 どもの 食材

に 対 して の 趣 向性 は 経験的な こ と だ けに 起因す る の で

は な く、自分達の 食材に 対 して の 「思 い 入 れ 」が 影響 を

与えて い る と1 えられ る。こ の こ とは 、今後保 育所の

f一ど もの 偏食傾 向 の 問 題 に 対す る 取 り組 み にお い て 、
一
つ の 方法論を提示 す る こ とに な る、それは、r・どもに

食材に偲 い 入れ 」を持たせる事により、偏食傾向が減

少 す る 事に な る と考え．る か らで あ る．，こ の こ とか ら、保

育所にお い て、子 どもに対 して い かに食材
．
に 「思 い 入

れ jを持 た せ る カ リキ ュ ラ ム を 立 て る か が 重要となる。
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